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１．はじめに
　外国語（Ｌ２）の習得、特に音声の習得は臨界期を過ぎた学習者にとってはたやすいことでは
ない。母語（Ｌ１）の干渉が生じるからである。母語の音声干渉は音素、音節、フット、単語、
フレーズなどの様々な音韻単位レベルで起きる。またストレスやアクセント、ピッチや音圧など
の発話リズムやイントネーション等、韻律習得の問題が生じる。韻律、特に発話リズムの習得は
外国語音声の習得において重要である。母語話者による学習者の音声発話の評価は、個々の音の
正確さよりも、発話リズムによるところが大きい。Tajima et al.（1997）は中国語話者の英語発
話を、発話リズムはそのままに個々の音素をアメリカ英語話者の音質に修正したものと、音素の
音質はそのままにアメリカ英語話者発話リズムを基に各音素の継続時間を修正したものをアメリ
カ英語母語話者に聞かせ、流暢さの評価をさせたところ、音素の音質はそのままで発話リズムを
修正したものほうが、アメリカ人英語話者の評価が高かった。また Gut（2007）の英語とドイツ
語の研究では、外国語アクセントとして最も顕著に認識されるのは、母音長、連鎖子音の長さ、
発話速度、ピッチ領域の変化の度合いであることが報告されている。つまり、音声習得には韻律
の制御が重要であることがわかる。また Díez et al.（2008）はスペイン語話者の英語発話を検証
し、発話リズム、特に母音長が英語発話習得レベルと密接に関連していることを示した。母語話
者は学習者の発話リズムなどの韻律面での正確さを音声評価において重視しているのである。
　これらの研究からわかるように、韻律の習得が外国語音声習得に重要であることは、明らかで
あるが、非日本語母語話者である日本語学習者が外国語として日本語を習得する場合にも様々な
音声・音韻上の問題が生じる。日本語の発話リズムの特徴が音声習得、ひいては音声コミュニ
ケーションの一つの障害要素となっている。特に長母音・促音・撥音のいわゆる特殊拍を含む重
音節の習得は、知覚・生成ともに難しく、発話リズム習得の重要な要素であることが指摘されて
きた。加えて拗音の有無や母音の無声化などが、さらに発話リズムの習得を困難にしている。こ
れらの特殊拍といわれる拍（モーラ）の習得は、単なる音声知覚・生成の問題に留まらない。日
本語の音声の基本単位であるモーラ数の認識にかかわる問題である。日本語の発話リズムの基本
単位のモーラと平仮名・片仮名とは密接に関係しているため、平仮名・片仮名での誤表記、その
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誤表記を原因とする仮名漢字変換の誤り、さらには単語の意味の取り違え等、日本語学習上での
様々な弊害の原因となる（Kondo, 1999）。また日本語上級学習者であっても、第一言語（Ｌ１）
の韻律特性の影響が日本語（Ｌ２）の知覚・生成の両面にみられることを鑑みても、特殊拍を含
む重音節の知覚・生成両面での習得は、日本語学習者にとっても、指導者にとってもきわめて重
要な課題である。
　これらの発音上の問題点の多くは学習者の母語にかかわらず見られるが、母語の音声特性によ
り、その言語話者特有の音素等の単音の問題、及び単語、フレーズなど韻律にかかわる問題があ
る。
　本研究は日本語学習者が第二言語として日本語音声を習得する際に、その音声知覚・生成に対
し、第一言語の特性がどのような影響を及ぼすかを解明するものである。特に習得が困難とされ
る特殊拍（長母音、促音、撥音、拗音）の知覚と生成に焦点を当て、これらに対しＬ１の特性で
あるリズム、アクセント等の韻律特性および音素や音節などの音韻構造がどのような影響を及ぼ
すのかを調査・検証するものであるが、本稿は日本語学習者の日本語発話の音声データ収集のた
めの基礎調査として、Ｌ１言語別の日本語音声発話の特徴・問題点を調査しその結果をまとめた
ものである。この研究に当たり、日本全国及び海外の日本語教育機関で実際に日本語教育に当
たっている教員の方々へのアンケートを実施し、数多くの教員の方々から回答を得た。アンケー
トの結果から、日本語学習者共通の問題、母語の韻律特性別、及び母語特有の日本語音声の問題
が見えてくる。またアンケートの結果を通して、日本語の音声特性を浮き彫りにすることができ
る。
２．日本語の音声特性
２．１　音素
　まず日本語の音声特性をアンケートにかかわるところに焦点を当て、簡単にまとめる。日本語
は方言により３－７の母音音素があるが、標準語を含む日本語の方言のほとんどは五母音体系
（/i, e, a, o, u/）である。五母音中、/o/ のみ円唇性があり、特に母音 /u/ は円唇性を欠き、多く
の方言で /u/ は非円唇の異音 [ɯ] として現れる。五つの母音の典型的な異音は：/i/: [ i̞ ]、/e/: [ e̞ ]、
/a/: [ a- ] または [ɑ+]、/o/: [ o̞ ]、/u/: [ɯ+] または [ ɨ ] である（斎藤 2006；Vance，2008）。これら
五つの母音すべてが短（/V/ [V ]）－ 長（/VV/ [V: ]）と長さの対立があり、母音長は語の弁別性
を持つ。しかし、この長さの対立は母音の数 /V/（一つ）か /VV/（二つ）の音節構造の違いで
あり、V と VV の間に音素的対立はない。しかし、日本語母語話者はこの母音の数、つまり長さ
の違いを確実に聞き分け、生成においても明確に長さを区別する（韻律の項目参照）。
　多くの方言、特に標準語を含む東日本方言では、高母音 /i, u/ が前後を無声子音に囲まれたと
き及び、発話末で無声子音が先行するときに無声化する。高母音が無声化した場合、音韻上母音
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は無声母音として存在するが、音声的には母音の音響特性は見られず先行無声子音が長くなった
ものとして現れるため、母音の無声化は単語および音節構造の知覚に影響する。
　子音は音素としては、破裂音 /p, b, t, d, k, ɡ/、鼻音 /m, n/、摩擦音 /s, z, h /、接近音 /w, j/、
弾き音 /r/ （[ɾ ]）があるが、各音素は音韻環境により様々な異音として現れるため、実際によく
現れる異音を含めると、鼻音は [m, n, ɲ, ŋ ]、摩擦音は [ɸ, s, z, ɕ, ç, h, ɦ ]、破擦音は [ ts, dz, tɕ, 
dʑ ] と子音の数が増える。これらの子音の中には、学習者にとって調音の難しい子音も少なくな
く、異なる音素、または調音が似ている他の子音で代用される例も見られる。
２．２　韻律
　日本語はピッチアクセント言語であり、語アクセントはピッチの高低で表される。語アクセン
トの体系は方言により異なるが、標準語では各モーラそれぞれに高（Ｈ）または低（Ｌ）のピッ
チがあり、第一モーラと第二モーラのピッチは必ず異なり、第一モーラがＨの場合は第二モーラ
以降はＬで、同一単語内でピッチの上昇はない。第一モーラがＬの場合は第二モーラは必ずＨで、
その後はピッチが下がらない無アクセント型（平板型）とピッチの下降が一度だけ起こるアクセ
ント型があり、アクセント型の語ではＨからＬへピッチが下降した直前のモーラにアクセント核
がおかれると定義される。音響的には HL の時ピッチ（基本周波数）は明らかに落ちるが、LH
の場合のピッチの上昇は緩やかである。
　日本語のピッチアクセントはピッチの変化を基本とし、ストレス言語などとは異なり、アクセ
ントの有無による母音の弱化などの音質の変化、母音長や音節長などの変化、母音の音圧の変化
などは基本的にみられない。
　いくつかの方言の例外を除き、日本語の発話リズムは基本単位をモーラとするリズムである。
モーラを基本とするリズムとは、一発話中、各モーラの継続時間がほぼ同じになるよう調整をす
るリズムで、発話中のポーズ長もモーラ長の整数倍となるようにリズムをとっているとの報告が
ある（Kaiki & Sagisaka, 1992）。実際の自然発話では必ずしも各モーラ長がほぼ同一となるわけ
ではないが、各音素の継続時間の調整はモーラ境界を挟んでよりも同一モーラ内で顕著に起き
（Campbell & Sagisaka, 1991）、また単語長はモーラ数に正比例して増加する（Port et al., 1987）。
　ピッチアクセントとモーラリズムは日本語音声発話において重要である。つまり、日本語では
アクセントがおかれても母音長は変化しない。これはモーラを基本とする日本語の発話リズムを
保持するためにも重要である。日本語では、母音の長さは語識別の弁別機能を持つため、アクセ
ントの有無で母音アクセントが置かれた音節の母音長が伸びた場合、長母音として知覚されるこ
とによりモーラ数が変わり、異なる語として認識される可能性がある。したがって、アクセント
の具現化と母音長は区別されなければならない。
　また促音 /Q/、撥音 /N/ も子音単独で１モーラを構成し、促音や撥音を含む音節は２モーラ
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以上の重音節となるため、単語の１モーラ分の長さを占めるに十分な長さで発音する必要がある。
一方、拗音 /CjV/ に関しては音節の重さにかかわらないオンセットの子音構成の変化であるた
め、/j/ の有無によるモーラ数の変化はなく、したがって単語長の変化も起こらない。これらの
音素レベル及び韻律における日本語の音声特性は、日本語学習者が習得しなければならない特性
であり、習得できるか否かは日本語での円滑なコミュニケーションに影響する。
　次節では日本語アンケートの項目と結果について述べる。上記の日本語の音声特性がどの程度
学習者の音声習得の過程に影響しているかを検証する。
３．日本語学習者の音声発話アンケート
　母語別の日本語学習者の音声に関するアンケートは、これまで助川（1993）等がある。助川の
調査では、対象となる学習者の母語は英語（３方言）、ドイツ語、フランス語、ロシア語、イン
ドネシア語、韓国・朝鮮語、タイ語、中国語、ベトナム語、アラビア語、トルコ語、モンゴル語
の12言語であった。しかし、回答者が23名で、回答者が一人の言語、方言が過半数を占めていた
ため、今回のアンケートでは回答者の人数を大幅に増やした。助川のアンケート結果等から日本
語学習者が発音上問題となる点は特殊拍と音節構造に関することであるということが明らかだっ
たので、今回の音声発話アンケートでは、次の五項目26の問題に関してアンケートを行った：
（１）促音、（２）母音長、（３）撥音、（４）拗音、（５）母音の無声化、である。上記二節で述
べたように、これらの項目はモーラの認識と音節構造にかかわる問題で、日本語音声の知覚と発
話リズムに影響する。
　アンケートはまず、「学習者の母語」を回答してもらい、そのＬ１言語の日本語学習者に一般
的にみられる各項目（１）～（５）の質問に対して、間違いの具体例を３－４例ずつ列挙し質問
の意味が回答者に正しく伝わるよう便宜をはかり、「初中級」話者と「上級」話者の二つのレベ
ルの学習者に対して、「見られない」「少数に見られる」「約半数に見られる」「ほぼ全員に見られ
る」の中から一つ回答してもらう形式にした。また、各問題が起きる出現箇所も「初中級」と
「上級」とにわけ、「語頭の音節」、「語頭と語尾以外の音節」、「語尾の音節」、「その他」に選択
肢を設け、選んでもらった。他、実例や気づいたことなど、自由記述の欄も設けた。ウェブ回答
ページの例は、論文末の資料１を参照されたい。アンケートの質問内容は、資料２に全項目掲げ
てある。
　またアンケート回答に当たり、教歴、母語、方言、音声学や外国語の知識の有無等、教員個人
に対するアンケートも行った。
４．アンケート結果
　アンケートは日本国内を中心に海外の教育機関を含め日本語教育を行っている大学・専門学校
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32校に勤務する103人の教員の方々から回答を得た。アンケートは原則インターネットを使い、
アンケートに参加するという同意が得られた教員にログイン ID とパスワードを付与し、回答用
のウェブサイトにログインし、ウェブ上で回答してもらう形式とした。インターネット環境にな
い、またはサイトにログインできない等の連絡があった教員数名にはウェブサイトの内容（資
料１）を印刷したものを送付し、紙媒体で回答してもらった。回答者に、よく教えることがあり、
発音上の問題について把握している学習者のＬ１言語を選択してもらい、１ファイルにつき一つ
のＬ１言語について答えてもらった。複数のＬ１言語について回答してもらう場合は、異なる
ID とパスワードを新たに付与して回答してもらった。大多数の回答者は一つのＬ１について回
答したが、複数のＬ１について回答した教員も数名いた。その結果、アラビア語、インドネシア
語、オランダ語、スウェーデン語、スペイン語、タイ語、タミール語、テルグ語、トルコ語、ネ
パール語、フランス語、ベトナム語、ベラルーシ語、ベンガリ語、マレー語、ビルマ（ミャン
マー）語、モンゴル語、英語、韓国・朝鮮語、広東語、中国語（台湾を含む）の21種類のＬ１言
語についての回答が集まったが、言語によっては回答数がかなり少ないもの、間違い例の記述の
ないものあった。
　以下、アンケート結果を考察した結果である。
４．１　第一言語特有の干渉
　今回のアンケートそのものが、韻律に関係する問題を主体としたアンケートであることを踏ま
えても、アンケートの結果を見ると、４．２節に述べるように、韻律に関する音声発話の問題は
Ｌ１言語の種類を問わず事例も数も多くみられる。しかし、鹿島（2002）の調査と同様、音素レ
ベルではＬ１の音素体系により習得困難な日本語の音が異なり、Ｌ１別の個別の音の間違いがア
ンケートでも明らかになっている。特に、調音位置が歯茎音、後部歯茎音、硬口蓋歯茎音付近の
摩擦音、破擦音が問題となっている。
項目 具体例 語中の位置 学習者の母語
/p, t, k/ の気息化
と [ th ] ても、たか [kh ] い、
すっぱ [ph ] い
有アクセン
ト音節の頭
英語
/t, d/ のそり舌化
～と [ʈ ] 思います、
だいがくで [ɖ ] は
ミャンマー、
インドネシア
/p, t, k/ の有声化 こと [ t̬ ] ば 語中 韓国、中国
/b, d, g/ の無声化
だ [ d̥ ] いがく、ど [ d̥ ] くりつ、
ぶ [ b̥ ] どう
語頭 韓国、中国
/s (i)/ [ ɕ (i) ] の歯茎音化 わたし [s ] 語頭、語中
インドネシア、
ベトナム
表１　学習者の母語別の日本語子音の間違い（鹿島 2002， p. 55 を参考に分類）
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　日本語の韻律に係わる問題は、Ｌ１の言語にかかわらず、ほぼ全言語で見られた。（1）（2）
（１）促音
　促音の間違いは、促音の聞き分けの有無のほかに、設問Ｓ－２促音の挿入、Ｓ－３促音の欠落、
Ｓ－４促音を長音にする、すべての項目で指摘された。どの言語話者も促音でない環境で促音を
挿入したり、促音の環境で促音を落として短子音として発音するか、促音の長さが不十分で促音
（1）日本語の /si/ の発音は歯茎硬口蓋摩擦音の [ɕi ] であり、破擦音は歯茎硬口蓋音の [tɕ ] であるのが一般的
であるが、鹿島（2002）は [tɕ ] と [tʃ ] を区別せず、[tʃ ] で表記している。また、日本語アンケートの回答
は平仮名かカタカナで間違った音を表記しているため、実際の発音が [tɕ ] なのか [tʃ ] なのか不明である。
したがって、表１では [tɕ ] と [tʃ ] の両方を併記した。
（2）「どうぞ」→「どうじょ」も注１と同様、[dʑ] か [dʒ ] か鹿島（2002）でもアンケートの回答の記述でも不
確かなため、[dʑ] と [dʒ ] の両方をを併記した。
項目 具体例 語中の位置 学習者の母語
/s (i)/ [ ɕ (i) ] の破擦音化 し [ tɕ/ tʃ ] 1 っている 語頭、語中 タイ
/s/ の硬口蓋化 ガス [ʃu ]、せ [ ʃe ] んせ [ ʃe ] い 語頭、語中 トルコ
/sj/[ɕ ] の歯茎音化
しゅしょ [s ] う、しょ [s ] うがくぶ、
いらっしゃ [s ] い
語頭、語中 韓国、中国
/z/ の無声化 ござ [s ] います 語中 タイ、スペイン
/z (o)/ の後部歯茎破擦音化
どうぞ [dz/dʒ ] 2、ぞ [dz/dʒ ] う、
ぞ [dz/dʒ ] うき、ゾ [dz/dʒ ] ンビ
語頭、語中
韓国、中国、
インドネシア
[ts (ɯ) ] の摩擦音化
くつ [s ] が 語中 タイ、スペイン
つ [s ] き、つ [s ] なみ 語頭 英語
[ts (ɯ) ] の後部歯茎音化
くつ [ tʃ ]、ひとつ [ tʃ ]、つ [ tʃ ] ち、
いくつ [tʃ ]、おつ [ tʃ ] かれさま
語頭、語中
韓国、英語、中国、
インドネシア
[tʃ ] の摩擦音化 はち [ ʃ ] ばん 語中 タイ
/z (u)/ の後部歯茎破擦音化
つづ [dz/dʒ ] く、ず [dz/dʒ ] っと、
シューズ [dz/dʒ ]
語中
韓国、中国、
インドネシア
/z (e)/ の後部歯茎・無声化 ぜ [ tʃ ] んぶ 語頭 韓国
/dj (o)/[dz(o) ]) の摩擦音化 こうじょ [z ] う、じゅ [z ] うしょ 語頭、語中 韓国、中国
/dj (u)/[dz (ɯ) ] の無声化 じゅ [ tʃ ] うがつ 語頭 韓国
/dj (u)/ [dz (ɯ) ] の無声摩擦
音化
じゅ [ ʃ ] うがつ 語頭 スペイン
/dj/-/j/ の交替
かんじゃ [ j ]、だいじょ [ j ] うぶ、
よ [dʒo ] ろしく
語頭、語中 オランダ、スペイン
/g/ の二重長音化 [gw ] スペインご [gw ] 語中 中国
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として聞こえない例が多々報告された。日本語には促音の有無による最少対語が少なくないが、
アンケート調査から、どの言語話者も「来て」vs.「切って」、「音」vs.「夫」等の対語のどちら
が発音されるかはほぼランダムである。つまり、促音の有無の認識がされず、促音は弁別機能を
担っていない。これは「ストレス」→「スットレス」（中国語）、「質問」→「しっつもん」（アラ
ビア語）、「見せて」→「みせって」（スペイン語）、「改めて」→「あらためって」（中国語）等、
日本語に存在しない形の語が発話され、また「この間」→「このあいっだ」（トルコ語）、「食べ
て」→「たべって」（フランス語、韓国語）、「ひどい」→「ひっどい」（中国語）等、日本語には
通常存在しない有声音の促音化の例も報告されている。同様に「ちょっと」→「ちょと」（オラ
ンダ語）、「学校」→「がこう」（韓国語）、「コップ」→「コプ」（フランス語）、「行った」→「い
た」（英語）のように、促音の欠落も多い。その他、「お芝居」→「おしっぱい」（中国語）のよ
うに、促音化に連動して後続破裂音の無声化が起きているような例も指摘された。
　また促音を長音で発音する例も16例（英語話者１例、韓国語話者３例、中国語話者12例）報告
されている。例えば、「10分」→「じゅうぷん」（英語）、「物価」→「ぶーか」（韓国語）、「いっ
てきます」→「いーてきます」（中国語）、「買って」→「かーて」（中国語）などが挙げられてい
る。つまり「来て」－「切って」－「聞いて」、「して」－「知って」－「敷いて」、「瀬戸」－
「セット」－「生徒」などの語が正しく知覚されていないことがわかる。
（２）母音長
　母音長に関しては、長母音の有無の聞き分けのほかに、Ｃ－２単母音を長母音で発音、Ｃ－３
長母音を単母音で発音、Ｃ－４母音連続の長母音化、の間違いの例がＬ１にかかわらず挙げられ
たが、ほとんどがＣ－２とＣ－３の例で、Ｃ－４は中国語話者に多い間違いのようである。短母
音の長母音化、長母音の短母音化は、Ｌ１、母音環境、語の位置、語アクセントの有無のすべて
にかかわらずほぼランダムにおき、どの母音でも起きる。「旅行」は「りょーこう」「りょーこ」
「りょこ」（すべて中国語）、「土曜日」は「どーよび」（英語）「どーよーび」（フランス語）「ど
よび」（アラビア語、英語、中国語）など、母音の長短の違いが無視された様々な発音が報告さ
れている。つまりほとんどの学習者は「重症」－「住所」－「受賞」、「旅行」－「良好」－「良
子」、「教科書」－「許可証」－「許可書」などの単語の区別ができていないことがわかる。その
他挙げられている間違いの例としては、「えき」→「えきー」（トルコ）、「ボーナス」→「ぼなー
す」（韓国語）、「～方がいい」→「～ほがい」（アラビア語）、「通帳」→「つちょう」（オランダ
語）など枚挙にいとまがない。
（３）撥音
　撥音は撥音の有無の聞き分けのほかに、Ｈ－２撥音の挿入、Ｈ－３撥音の欠落または不十分な
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長さでの発音、Ｈ－４後続音が母音の時、撥音を [n ] で代用、Ｈ－５後続音が母音の時、撥音と
母音の間に [n ] を挿入、Ｈ－６撥音を [ŋ ] で代用、の六つの項目について調査し、すべての項目
の間違いの例が挙げられた。Ｈ－２の例では「皆さん」→「みんなさん」の指摘がＬ１を問わず
非 常 に 多 く、 他 に「 言 わ な い で く だ さ い 」 →「 い わ な い ん で く だ さ い 」（ ト ル コ 語 ）、
「夢」→「ゆんめ」（韓国語）なども見られたが、撥音に関しては挿入よりも「禁煙」→「きえ
ん」、「女の人」→「おなのひと」、「こんな」→「こな」、「三万」→「さま」など、欠落の例がＬ
１を問わず圧倒的に多く指摘されている。これらは、おそらく完全に欠落している例もあるであ
ろうが、撥音 /N/ の長さが１モーラを構成するほど長くなく、日本語話者には撥音として認識
されない長さのものが多いのではないかと推測される。Ｈ－４は撥音 /N/ が１モーラ分の長さ
を持たず、モーラの機能を失い、後続母音を含む音節のオンセットに役割が変わった例である。
「本を」→「ほの」、「禁煙」→「きねん」、「五千円」→「ごせねん」などＬ１を問わずみられる。
/N/ の長さとシラブル構造の変化の両方の問題である。Ｈ－５は撥音 /N/ の長さは１モーラ分
あるものの、後続音が母音のときに [ɰ˜ ] ではなく歯茎鼻音 [n ] で調音してしまうことから生じ
る問題で、後続母音との連声が起き、/N.nV/ と音節構造が変わったものである。アンケートで
は英語話者と韓国語話者、中国語話者の例（「五千円」→「ごせんねん」、「禁煙」→「きんね
ん」、「範囲」→「はんに」など）が挙げられているが、他のＬ１話者の発話にもよく見られる発
音である。
　Ｈ－６の軟口蓋鼻音 [ŋ ] の代用（「君」→「くんぐ」、「賛成」→「さんぐせい」）は中国語話者
と韓国語話者に顕著にみられる例で、今回のアンケートでは他のＬ１での例は報告されていない。
（４）拗音
　拗音に関しては、拗音の有無の聞き分けのほかに、Ｙ－２拗音の欠落、Ｙ－３拗音を直音で代
用、Ｙ－４拗音の挿入、Ｙ－５直音を拗音で代用、の四項目について質問し、すべての項目に関
してＬ１を問わず様々な例が挙げられた。Ｙ－２の欠落の例としては、「ニュース」→「ぬー
す」（トルコ語）、「牛乳」→「ぎゅーぬー」（韓国語）、「商学部」→「そーがくぶ」（韓国語）、
「住所」→「ずーそ」（中国語）などがある。Ｙ－３の直音の代用は「勉強」→「べんきお」（フ
ランス語）、「東京」→「とーきお」（英語）、「病院」→「びよういん」（多数）、「今日」→「きよ
う」（多数）、「百」→「ひやく」（多数）など多数挙げられているが、/CjV/ の音節構造が /Ci.
jV/ と２音節に代わってしまった例である。Ｙ－５の直音であるべきところを拗音で代用するの
はＹ－３の逆の現象で、「自由」→「じゅう」、「美容院」→「びょういん」、「そうですよ」→
「そうでしょう」など、多くのＬ１でみられるものから、「潔い」→「いさぎょい」（韓国語）、
「お好み焼き」→「おこのみゃき」（中国語）なども報告されている。Ｙ－３とＹ－５は /j/ の長
さとタイミングの問題で、/j/ の音節内での地位と位置が重要となる。どのＬ１話者でもＹ－３
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とＹ－５の交代がランダムに起きていることから、認識も発話も非常に困難な音声特性といえよ
う。Ｙ－４の拗音の挿入はトルコ語、英語、中国語の例も若干挙げられてはいるが、圧倒的に韓
国語話者に特にみられる問題で、「ございます」→「ごじゃいます」、「銀座」→「ぎんじゃ」、
「頭痛」→「ずちゅう」、「土」→「ちゅち」、「美術」→「びじゅちゅ」など、多数挙げられてい
る。４．１の表１でも挙げたが、韓国語と日本語の音韻構造の違いによるものである。
（５）母音の無声化
　高母音 /i, u/ の無声化は日本語のすべての方言に起こる現象ではないが、特に東日本方言を中
心に標準語を含めた多くの方言でみられる現象である。高母音を無声化環境（２．１節参照）で
無声化するか否かは方言差であるので、必須の習得項目ではないが、母音の無声化の有無に伴う
モーラ長、先行無声子音の長さ、発話リズム、音節構造など、音声、音韻上の様々な影響を及ぼ
す。したがって、Ｍ－１母音の無声化の有無の認識の他に、Ｍ－２無声化環境の母音にアクセン
ト核がある場合の有声化の有無、Ｍ－３無声化環境にある母音で，かつその母音にアクセントが
置かれていない場合の有声化の有無、Ｍ－４アクセント核のある母音が無声化した場合に、先行
子音が長くなるか、Ｍ－５アクセント核のない母音が無声化した場合に、先行子音が長くなるか、
Ｍ－６母音の無声化が起きたとき拍の長さが短くなるか否か、Ｍ－７前後を同じ無声摩擦音に囲
まれた母音が無声化したとき，前後の摩擦子音を一つにして発音するか否か、６項目の質問をし
た。
　母音の無声化の問題は、すべてのＬ１でアクセントの有無にかかわらず、無声化環境で無声化
が起きない旨の指摘が一番多かった。無声化の有無はコミュニケーションには差障らないが、無
声母音を含むモーラの長さは同一環境で母音が有声の時のモーラ長よりも短い（Kondo, 2005）
ことから、無声化環境の母音が有声化した場合の発話リズムを調査する必要がある。また指摘さ
れた例は少ないものの、Ｍ－４の例として「靴下」→「くつ『し』ー た」、Ｍ－５の例として「不
必要」→「『ふ』ーひつよう」（ここではアンケートと同じく、無声化した母音を、無声化が起き
たモーラを表す平仮名を『』で囲むことにより表す）、Ｍ－６は「薬」→「k すり」（トルコ語）、
「聞く」→「き k」（トルコ語）、「きつつき」→「き tt き」（韓国語）などの例が挙がっている。
Ｍ－６の問題は、母音の有無そのものよりも、音節構造をどう解釈するか、また子音単独で１
モーラ分の長さを保持しているか、つまり発話リズムがモーラリズムになっているかが問題とな
る。Ｍ－７の摩擦音の融合の具体例は挙げられていなかったが、「ススキ」→「すき」、「指針」
→「しん」、「支社」→「しゃ」などの例が当てはまり、単語の認識に影響する問題である。
５．考察
　４節で見たように、Ｌ１の言語にかかわらず、日本語学習者の音声発話の問題の多くは、韻律
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にかかわる事柄で、４節に挙げた項目はすべて、音節構造と深く関係している。日本語の音節構
造は /（C）（j）V（V）（C）（C）/ であるが、実際は90％が /（C）V/ の軽・開音節である。し
かし４節で扱った（１）促音、（２）母音長、（３）撥音は以下のように重音節を構成する。この
ような重音節は世界の言語の中では珍しい音節構造ではないが、日本語の重音節で重要な点は、
これら特殊拍はすべて独立してモーラを担うということである。
（１）（C） （j）VQ ：売った /u.Q.-ta/ 掘った /ho.Q.-ta/ 食器 /sjo.Q.-ki/
（２）（C） （j）VV ：愛 /a.i/ 問い /to.i/ 十 /zju.u/
（３）（C） （j）VN ：運 /u.N/ 缶 /ka.N/ 散歩 /sa.N.-po/
　　　（注）ここの例ではハイフン（/-/）は音節境界、ピリオド（/./）はモーラ境界を表す。
　既に触れたように、日本語はモーラをリズムの基本単位とする発話リズムを持つ。拗音以外の
特殊拍は、単独で１モーラ分の長さを保持しなければならない。また日本語はピッチアクセント
言語であり、アクセントの有無はアクセントの置かれたモーラまたは母音の長さとは関係しない。
しかし、表２から見てわかるように、アンケートで対象となった言語の殆どは日本語と韻律特徴
が異なる。特にどの言語も、アクセントがどう具現化されるかを表すプロミネンス及びリズムの
単位は日本語と異なる。また同じ /C1V1C2/ または /C1V1V2/ の音節構造であっても、モーラが音
韻上の役割を担わない言語においては、C2と V2は同一音節内の C1V1から独立した音韻的機能を
担わない。したがって、これらの言語の日本語学習者は、母音の長短、促音、撥音の特殊拍の弁
別機能をきちんと認識できないまま発話をするため、ランダムな間違いが生じるのである。
　　　
　残りの二つの項目（４）拗音（/CjV/）と（５）母音の無声化（/C̥V̥C̥V/）（記号 C と V の下の
白抜きのマル /̥ / は無声音を表す）は、本来音節構造にかかわる問題ではない。拗音化をもたら
言語 プロミネンス リズムの単位 母音の長短 促音 撥音
日本語 ピッチアクセント モーラ ○ ○ ○
英語 ストレス フット × × ×
スペイン語 ストレス シラブル × × ×
フランス語 フレーズアクセント シラブル × × ×
韓国語 フレーズアクセント シラブル ×1） × ×
中国語 トーン シラブル × × ×
タイ語 トーン シラブル ○ × ×
注１）方言によっては、母音の長短が単語の弁別機能を持つ。
表２　アンケートに現れたＬ１のうち代表的な言語の韻律特徴の日本語との比較
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す /j/ は音節のオンセットの位置であるため、モーラ数つまり音節の重さとは無関係である。ま
た母音の無声化では、母音は無声化するだけであって存在自体は変わらないため、モーラ数にも
音節構造にも変化はない。実際に様々な研究（Beckman & Shoji, 1984; Kondo, 1995, Hirayama, 
2009等）が、母音が無声化しても母音の影響がモーラ長やアクセント位置、先行子音の調音など
に見られることから、母音は存在していると結論づけている。しかし、日本語学習者の発話にお
いては、必ずしも日本語話者と同じ音節構造を保っているとは限らない。
　拗音に関しては、/CjV/ を /Ci.jV/ と２モーラ２音節で発音する学習者が多い。/i/ と /j/ は音
声的には非常に似通っているため、/i/ から /j/ への調音はタイミングの問題であるが、/CjV/
と /Ci.jV/ はモーラ数が変化するため、発話リズムに大きく影響する。
　母音の無声化もＭ－６とＭ－７の例を見ると、母音が無声化したとき、先行子音の長さが不十
分であるため、先行子音だけでモーラが保たれているとは言えず、「薬」/ksuri/ の例では、先行
子音は後続音節のオンセットに移動し、二音節構造 /ksu-ri/ となり、「聞く」は /kik/（１音節）、
「きつつき」/kittki/ では /kit-tki/（２音節）（ここでは前項の例と同様、ハイフン /-/ は音節境
界を表す）と音節構造に変化が生じてくる。また、無声化が起きることによりモーラ長が短くな
り１モーラとして認識されない場合、発話リズムが問題となる。また反対に、無声化環境にある
母音を有声母音として発音し、モーラ長がのびた場合もリズムに変化が起きる。
　以上述べたように日本語学習者の発話データから母音や子音の長さ、モーラの長さなど、発話
タイミングにかかわる問題が重要であることが明確になった。昨今、単なる母音長やモーラ長だ
けでなく、様々な発話リズム類型化の韻律単位を用いた言語の発話リズムの類型化の研究が盛ん
に行われている。%V（一文の中で母音が占める割合）、ΔV（一文の中における母音の時間長の
標準偏差）、ΔC（一文の中における子音の時間長の標準偏差）、PVI（隣接する母音時間長の差
を表す指標）等、様々な単位が提唱されているが （Ramus et al., 1999; Grabe et al., 1999; Grabe & 
Low, 2002; Loukina et al., 2009等）、Ｌ２の韻律習得においても有効な単位であるか、表２のＬ１
言語話者の日本語（Ｌ２）発音において、現在検証中である。
６．まとめ
　アンケートの結果にみられる学習者の実際の発話の間違いの例を検証すると、日本語の韻律にお
ける音節とモーラの重要性が改めて認識される。モーラを基本的発話リズムの単位とする日本語は、
長短母音、促音、撥音、拗音、無声母音を含む拍など、Ｌ１にかかわらず日本語学習者にとって
習得が困難な韻律特徴を多く持つ。一方、個々の音の習得に関しては、Ｌ１により違いがみられる。
このアンケートの結果を元に、Ｌ１の韻律特性別に、問題となっている韻律特徴を含むテスト語の
音声データを収集し、韻律習得の難しさ、問題点が、学習者のＬ１の韻律特性のどの部分に起因
しているのか解明したい。そのうえで、Ｌ１とＬ２の韻律特性相互間の相関を明らかにしたい。
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資料２　アンケート質問事項
（１）促音
Ｓ－１．（日本語学習者が）促音の有無を聞き分けられない。
Ｓ－２．促音を挿入して発音する。
Ｓ－３．促音を欠落させて発音する。または促音を不十分な長さで発音する。
Ｓ－４．促音を長音で発音する。
（２）長音
Ｃ－１.（日本語学習者が）長母音の有無を聞き分けられない。
Ｃ－２．単母音を長母音で発音する。
Ｃ－３．長母音を単母音で発音する。
Ｃ－４．母音連続 / アイ / や / アエ / を長母音 / エー / で発音する。
（３）撥音
Ｈ－１．日本語学習者が撥音の有無を聞き分けられない。
Ｈ－２．撥音を挿入して発音する。
Ｈ－３．撥音を欠落させて発音する。または撥音を不十分な長さで発音する。
Ｈ－４．撥音と母音が連続するとき，撥音をナ行の子音で発音する。
Ｈ－５．撥音と母音が連続するとき，撥音と母音の間にナ行の子音を挿入して発音する。
Ｈ－６．撥音を [ng] と発音し [ ング ] のように聞こえる。
（４）拗音
Ｙ－１．（日本語学習者が）拗音の有無を聞き分けられない。
Ｙ－２．拗音を欠落させて発音する。
Ｙ－３．拗音を直音で発音する。
Ｙ－４．拗音を挿入して発音する。
Ｙ－５．直音を拗音で発音する。
（５）無声母音
Ｍ－１．（日本語学習者が）無声化母音の有無を聞き分けられない。
Ｍ－２． 母音が無声化環境にあり，かつその母音にアクセントがある場合，その母音を無声化せずに発音す
る。
Ｍ－３． 母音が無声化環境にあり，かつその母音にアクセントがない場合，その母音を無声化せずに発音す
る。
Ｍ－４． 母音が無声化環境にある場合，その母音にアクセントを置き，無声化して発音し，かつその母音の
前の無声子音を長く発音する。
Ｍ－５． 母音が無声化環境にある場合，その母音にアクセントを置かずに，無声化して発音し，かつその母
音の前の無声子音を長く発音する。
Ｍ－６． 母音が無声化環境にある場合，その母音を無声化して発音し，かつ無声化した拍を普通よりも短く
発音する。
Ｍ－７． 母音が無声化環境にあり，かつその母音の前後に同種の摩擦子音がある場合，その母音を無声化し
て発音し，かつその前後の摩擦子音を一つにして発音する。
